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通
知
カ
ー
ド
は
、　

月
末

１１

に
か
け
て
簡
易
書
留
で
配
達

さ
れ
ま
す
。
不
在
等
に
よ
り

郵
便
局
か
ら
市
に
戻
っ
て
き

た
通
知
カ
ー
ド
は
、
市
で
住

民
票
記
載
事
項
（
転
出
・
転

居
・
死
亡
等
）
の
確
認
を
し
、

一
定
期
間
保
管
し
ま
す
。
戻

さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
次

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

①　

月
５
日
以
降
に
転
出
さ

１０
れ
た
方　

新
し
い
住
所
地
で

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
住

所
地
の
市
区
町
村
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②　

月
５
日
以
降
に
東
大
和

１０

市
内
で
引
っ
越
し
（
転
居
）

さ
れ
た
方　

通
知
カ
ー
ド
の

裏
面
に
転
居
後
の
住
所
を
追

記
し
た
上
で
、
転
居
後
の
住

所
に
簡
易
書
留
（
転
送
不
要
）

で
再
度
送
付
し
ま
す
の
で
、

そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他
の
方　

市
か
ら
お

知
ら
せ
を
郵
送
（
転
送
可
）

し
ま
す
。
そ
の
お
知
ら
せ
及

び
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

に
な
り
、　

月　

日
豺
ま
で

１２

２８

に
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

に
通
知
カ
ー
ド
を
取
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。

※　

月
５
日
時
点
の
住
民
票

１０
上
の
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
、

来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
の

み
で
世
帯
分
も
お
渡
し
で
き

ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�

　

―　

―
９
３
０
１
ま
で
。

０４２

５１６

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
通

知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
国
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
�
０
１
２
０
―　

―
０

９５

１
７
８
へ
。

　

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
税
金
を
主
な
財
源
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
の
事
業
を
支
え
る
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
、
市
税
等
の

納
期
内
納
付
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 　

納
税
の
公
平
性
を

　
　
　
　
　
　

守
る
た
め
に

 　

納
税
者
の
多
く
の
皆
さ
ん
に

は
、
市
税
等
を
納
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
な
い
方
に
対
し
て
は
、

督
促
状
等
の
文
書
の
送
付
、
電

話
に
よ
る
催
告
を
行
い
、
早
急

な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
や
納
税
相
談

が
な
い
方
に
は
、
納
期
限
内
に

納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
を

守
る
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
、

差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
財
産
の
差
押
え
】

▽
預
貯
金
・
生
命
保
険
の
差
押

え　

銀
行
預
金
や
生
命
保
険
の

解
約
返
戻
金
等
を
滞
納
税
額
に

充
当
し
ま
す
。

▽
給
与
の
差
押
え　

勤
務
先
に

照
会
後
、
毎
月
給
与
か
ら
一
定

の
額
を
滞
納
税
額
に
充
当
し
ま

す
。

▽
そ
の
他　

不
動
産
や
自
動
車
、

宝
飾
品
な
ど
の
動
産
、
有
価
証

券
等
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

※
平
成　

年
度
に
、
差
押
え
に

２６

よ
り
滞
納
税
額
に
充
当
し
た
額

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 　

自
動
車
等
の

　
　
　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
と
は

 　

収
入
・
財
産
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
市
税
等
を
納
付
し
な

い
滞
納
者
、
再
三
の
催
告
に
応

じ
な
い
滞
納
者
で
自
動
車
等
を

今号の主な記事
　平成 26年度決算の概要  ………………2・3面
下水道財政 説明会を開催  ………………4面
平成 27年度行政評価の内容を公表  ……5面
児童・ひとり親家庭等対象の
　　　　　　　手当・助成制度等  ……6面
すこやかスマイルバスを運行します  …7面
情報マップ・医師会コーナー  ………8・9面

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
の
受
付
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
会
議
時
間
は
午
前
９

時　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
５
時
で
す
。
な
お
、
会
議

時
間
及
び
下
表
の
日
程
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▽
問
合
せ　

議
会
事
務
局
・
内

線
２
０
０
２
ま
で
。

わたしたちは　国際社会の

一員として  安心して暮らせる

平和なまちをつくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

市
税
の
納
期
内
納
付
に

市
税
の
納
期
内
納
付
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い 

市
税
の
納
期
内
納
付
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

 平
成
 ２７
 年
第
4
回
 

　
　
　
市
議
会
定
例
会

 １２
 月
1
日
か
ら
開
会
予
定

通知カードを 
受け取れなかった 
　　方へのご案内 

マイナンバー制度 

所
有
す
る
場
合
、
差
押
え
を
行

う
場
合
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に

自
動
車
等
に
金
属
器
具
（
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
）
を
取
り
付
け
、
運

行
を
禁
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
市
税
等
の
納
付
が

な
い
場
合
、
自
動
車
等
の
搬

出
・
公
売
を
行
い
、
売
却
代
金

を
滞
納
税
額
に
充
当
し
ま
す
。

 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施

 　

差
押
え
を
し
た
自
動
車
や
動

産
等
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
実
施
し
、
売
却
代
金
を
滞
納

税
額
等
に
充
当
し
ま
す
。
本
年

　

月
に
は
、
市
で
初
と
な
る
普

１０通
四
輪
自
動
車
の
公
売
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
に
関
す
る
情
報
は
、
市
報
の

他
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン（http://k

oubai.auctions.yahoo.co. jp
/tky_higashiyam

ato_city

）

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 　

滞
納
に
な
る
前
に

　
　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

 　

市
税
等
を
納
期
限
内
に
納
付

で
き
な
い
な
ど
、
お
困
り
の
場

合
は
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に
納

税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

市
税
の
口
座
振
替
を

　
　
　
　
　

お
勧
め
し
ま
す

 　

気
付
い
た
ら
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
た
、
忙
し
く
て
納
め
る
時

間
が
な
か
っ
た
等
の
未
納
を
防

ぐ
た
め
、
口
座
振
替
の
手
続
き

を
お
勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙

は
納
税
課（
市
役
所
１
階
）及
び

市
内
の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
納
税

課
・
内
線
１
０
４
１
ま
で
。

差押えにより滞納税額に充当した額 （平成26年度）

件数税額区分

705件153,193,585円債権（預金等）

79件34,223,069円不動産

9件2,200,528円動産

793件189,617,182円合計

～市税の納付はお済みですか～ 

市・都民税、法人市民
税、固定資産税・都市
計画税、軽自動車税、
国民健康保険税（納期
限を過ぎると滞納処
分となります） 

延滞金が 
発生する場合が 
あります。 

法により 
滞納者全員に 
発送 

特別な理由もなく納付のない状態が続くと 

滞納処分 
財産の差押え、公売など 

督促状発送 

納税通知書が到着 
 

納期限 

納　税 滞　納 

文書催告、電話催告、訪問、財産調査 

12月は 

オール東京滞納STOP強化月間 オール東京滞納STOP強化月間 

役立てます　あなたの納税 
地域に暮らす　みんなのために 

東京都と区市町村が 
連携し、徴収対策を 
集中して実施してい 
ます！ 

都と区市町村では、安定した税収確保と納税
義務の公平性確保を目指して、12月を「オー
ル東京滞納STOP強化月間」と位置づけ、都と
区市町村が連携した広報や催告による納税推
進、差押えやタイヤロック、捜索等の滞納処分
など、多様な徴収対策に取り組んでいます。 

内　　容会　議開　催　日

開会・議案の審議等本 会 議12月 1  日貂

一般質問本 会 議12月 2 日貉～ 4日貊
・7日豺・8日貂

付託案件の審査等常任委員会12月 9 日貉～
11日貊

委員会審査報告等
・閉会本 会 議12月 15日貂

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

▲公売により売却された普通四輪自動車

�
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
取
付
け
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平
成　

年
度
の
決
算
が
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

２６

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
１

年
間
の
収
入
（
歳
入
）
は
、
約
四
九
二
億
五
、
三
〇

四
万
円
で
前
年
度
比　

％
の
増
と
な
り
、
支
出
（
歳

３.７

出
）
は
、
約
四
七
四
億
六
、
九
〇
五
万
円
で
前
年
度

比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

３.６
�
お
問
合
せ
は
、
財
政
課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

平
成 

26 

年
度 

　
　 

決
算
の
概
要 

　

前
年
度
に
比
べ
、
歳
入

は　

％
の
増
、
歳
出
は　

％
の

３.５

４.２

増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
き
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
額
は
、
約
一
二
億
三
〇
万
円

と
な
り
ま
し
た
（
表
２
参
照
）。

【
歳
入
】

　

市
税
は
、
納
税
義
務
者
の
増

加
や
法
人
の
業
績
回
復
に
よ
り

市
民
税
が
増
額
と
な
り
、
ま
た

（
地
方
財
政
状
況
調
査
）

一
般
会
計
の
 

　
　
決
算
の
概
要

新
築
家
屋
の
増
加
等
に
よ
り
固

定
資
産
税
が
増
額
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
全
体
で
は
前
年
度
比

で　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

１.８

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
税

率
改
定
に
伴
う
原
資
の
増
額
に

よ
り
、　

・
４
％
の
増
と
な
り

２９

ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
の
う
ち
特
別
交

付
税
は
、
前
年
度
と
同
水
準
の

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
普
通
交

付
税
の
減
額
算
定
に
よ
り
、
全

体
で
は
前
年
度
比
で　

％
の
減

２.３

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
障
害
者
の

自
立
支
援
等
に
係
る
負
担
金
の

増
額
や
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
係
る
補
助
金
が
皆
増
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

８.２

　

都
支
出
金
は
、
公
立
学
校
施

設
非
構
造
部
材
耐
震
化
支
援
事

業
補
助
金
の
皆
増
等
に
よ
り
、

前
年
度
比　

％
の
増
と
な
り
ま

０.８

し
た
。

※
歳
入
の
内
訳
は
下
図
・
表
の

「
歳
入
」
参
照
。

【
歳
出
】

　

民
生
費
は
、
歳
出
全
体
の
半

分
を
超
え
る
額
と
な
り
、
臨
時

福
祉
給
付
金
や
待
機
児
童
対
策

と
し
て
保
育
園
の
定
員
増
に
係

る
経
費
等
の
増
に
よ
り
、
前
年

度
比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

６.８

　

総
務
費
は
、
参
議
院
議
員
選

挙
費
の
減
等
に
よ
り
、
前
年
度

比　

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

０.１

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
小
・

中
学
校
校
舎
外
壁
改
修
工
事
や
、

中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工
事
の

皆
増
等
に
伴
い
、
前
年
度

比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

２.７
※
歳
出
の
内
訳
は
下
図
・
表
の

「
歳
出（
目
的
別
）」「
歳
出（
性

質
別
）」
参
照
。

〈表 1〉平成 26年度会計別決算額

実質収支額
翌年度へ繰り
越すべき財源

歳入歳出差引額
（形式収支）

歳　　出歳　　入
 区　分 

 会　計　　　

円万億円万億円万億円万億円万億
一 般 会 計

6,30129121,3091,4177,6101,446128,7643,8942936,3745,341305

3,9439,08403,9439,0846,1993,558931422,64394国民健康保険
特　

別　

会　

計

4,2402,13104,2402,1312,505619216,7452,75021下 水 道

4,0626,17004,0626,1707,9811,62712,0437,7981土地区画整理

1,7076,214301,7076,21434,8175,387486,5241,60152介 護 保 険

4,7703,35104,7703,3519,4471,816174,2175,16817後期高齢者医療

5,0236,981171,3091,4176,3328,398179,7136,9044746,0455,303492合　　　計

〈表 2〉地方財政状況調査（決算統計）における普通会計の決算収支状況　　　　（単位：千円）
実質単年
度 収 支
F+G+H-I J

積 立 金
取崩し額
I

繰　上
償還金
H

積立金

G

単 年 度
収 支
F

実質収支

C-D　E

翌年度に繰
り越すべき
財源　　D

歳入歳出
差  引  額
A-B　C

歳出総額

B

歳入総額

A
区分

△ 41,642278,6370364,564△ 127,5691,200,29614,1711,214,46729,251,60730,466,07426年度

434,212291,9890610,540115,6611,327,86519,4251,347,29028,076,08429,423,37425年度

※1　普通会計：決算統計上、一般会計と公営事業会計を除く特別会計を合算した会計区分
※2　単年度収支［F］：当該年度決算による実質収支［E］から前年度の実質収支を差し引いた額
※3　実質単年度収支［J］：その年度の黒字要素（積立金・繰上償還金）や赤字要素（積立金取崩し額）を単年

度収支に加味した収支

【平成26年度決算の内容】　※地方財政状況調査による統計上の処理により、実際の決算額とは数値が異なります。 

歳　入 

歳入総額 
304億 

6,607万4千円 
市民一人当たり 
35万3,878円 

歳出（目的別） 歳出（性質別） 

歳出総額 
292億 

5,160万7千円 
市民一人当たり 
33万9,771円 

歳出総額 
292億 

5,160万7千円 
市民一人当たり 
33万9,771円 

その他 
1,723,693 
5.7％ 

その他 
527,161 
1.9％ 

その他 
1,335,197 
4.6％ 

普通建設事業費 
1,352,479 
4.6％ 

公債費 
1,648,202 
5.6％ 

補助費等 
2,863,525 
9.8％ 

物件費 
3,974,170 
13.6％ 

人件費 
4,285,305 
14.7％ 

扶助費 
10,306,640 
35.2％ 

民生費 
15,710,473 
53.7％ 

消防費 
1,092,343 
3.7％ 

公債費 
1,648,202 
5.6％ 

衛生費 
2,169,423 
7.4％ 

土木費 
1,554,297 
5.3％ 

教育費 
2,863,487 
9.8％ 

総務費 
3,686,221 
12.6％ 

繰入金417,758 
1.4％ 

繰越金 
1,347,290 
4.4％ 

地方交付税 
1,957,963 
6.4％ 

市債 
1,832,042 
6.0％ 

都支出金 
4,404,940 
14.5％ 

国庫支出金 
5,449,306 
17.9％ 

地方消費税交付金 
1,013,534 
3.3％ 

市税 
12,319,548 
40.4％ 

住民基本台帳人口：86,092人 
（平成27年3月31日現在） 

住民基本台帳人口：86,092人 
（平成27年3月31日現在） 

住民基本台帳人口：86,092人 
（平成27年3月31日現在） 

繰出金 
3,486,089 
11.9％ 

（単位：千円） （単位：千円） （単位：千円） 

【主な歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

───────211,89112,319,548市税

納税義務者の増加等に伴う増額38,8375,092,409うち個人

一部法人の業績回復等に伴う増額96,258574,182うち法人

新築家屋の増加等による増額64,9355,044,556うち固定資産税

障害者自立支援給付費等負担金の
増額及び臨時福祉給付金等の皆増412,3845,449,306国庫支出金

公立学校施設非構造部材耐震化
支援事業補助金の皆増等35,5194,404,940都支出金

普通交付税の減額△ 47,0451,957,963地方交付税

───────△ 53,7161,780,798うち普通交付税

国の予算の減額に伴う臨時財政
対策債の減額等△ 62,1801,832,042市債

───────△ 119,1801,531,242うち臨時財政対策債

【主な歳出（目的別）】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

児童福祉、障害者福祉等に係る扶助費の増額998,63315,710,473民　生　費
参議院議員選挙費等の減額△ 2,3463,686,221総　務　費
小・中学校校舎外壁改修工事及び中央公民館
耐震補強工事による増額75,3182,863,487教　育　費

収集方法の変更に伴うごみ処理事業関連委
託料等の増額225,1772,169,423衛　生　費

借入金の一部償還終了に伴う減額△18,8321,648,202公　債　費

【主な歳出（性質別）】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

障害者自立支援給付費、民間保育園運営費
及び生活保護費等の増額670,99210,306,640扶　助　費

再任用職員に係る経費等の増額11,7734,285,305人　件　費
収集方法の変更に伴うごみ処理事業関連委
託料等の増額344,2173,974,170物　件　費
国民健康保険事業特別会計及び介護保険事
業特別会計繰出金の増額等399,7773,486,089繰　出　金
福祉関係返還金及びスポーツ祭東京2013に
係る実行委員会負担金等の減額△ 64,5682,863,525補 助 費 等



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 5・ 1 1 ・ 1 5�

 健全化判断比率 　
○実質赤字比率：一般会計における実質赤字額の標準
　財政規模に占める割合のこと
○連結実質赤字比率：一般会計に国民健康保険事業等
　の特別会計を加えた全会計における実質赤字額の標
　準財政規模に占める割合のこと
○実質公債費比率：公債費（借入金の償還額）による
　財政負担の程度を示す指標のこと
○将来負担比率：将来的に負担することになる実質的
　負債に当たる額（将来負担額）の標準財政規模に対
　する割合のこと　
 ※標準財政規模とは、市税等の一般財源による地方公共団体の標準
　 規模を示すもので、 平成 26年度の東大和市の標準財政規模は 159
　 億  2,927万円となっています。

【
総
務
費
】

　

平
和
文
集（
総
集
編
）の
発
行

【
民
生
費
】

　

「
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く

す
」
の
開
設
、
玉
川
上
水
保
育

園
の
開
設
、
大
和
東
保
育
園
の

定
員
増
、「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ

と
」
の
整
備
、
臨
時
福
祉
給
付

金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
給
付

【
衛
生
費
】

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
の
定
員

増
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
全
戸

配
布
、
家
庭
廃
棄
物
減
量
施
策

等
の
実
施

【
商
工
費
】

　

新
・
元
気
を
出
せ
商
店
街
事

業
補
助
金
、「
市
内
一
斉
富
く
じ

セ
ー
ル
」
の
実
施

【
土
木
費
】

　

雨
水
浸
透
施
設
設
置
工
事
、

集
水
ま
す
等
の
清
掃
、
橋
り
ょ

う
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両
購
入
、

都
市
計
画
道
路
３
・
５
・　

号
２０

線
用
地
買
収
、
バ
ス
乗
換
結
節

点
整
備
等
工
事

特
別
会
計
の
 

　
決
算
の
概
要

【
消
防
費
】

　

防
災
モ
デ
ル
地
区
事
業
及
び

東
大
和
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
実
施
、

備
蓄
食
料
等
の
整
備
・
拡
充

【
教
育
費
】

　

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
」
の
実
施
、
小
・
中
学

校
校
舎
外
壁
改
修
工
事
、
中
学

校
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
工

事
、
中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工

事
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
実
施
設
計
委
託

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
九
、
〇

八
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

国
民
健
康
保
険
税
が
前
年
度

比　

％
減
の
約
二
〇
億
一
、
七

４.０
九
五
万
円
、
国
庫
支
出
金

が　

％
増
の
約
一
八
億
九
、
二

１.９
五
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

保
険
給
付
費
が
約
六
一
億
二
、

九
二
八
万
円
で
全
体
の　

・
７
％
、

６５

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
が
約
一

三
億
二
、
六
五
七
万
円
で

　

・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

１４
　

下
水
道
事
業

【
歳
入
】

　

下
水
道
使
用
料
が
前
年
度

比　

％
増
の
約
一
〇
億
六
、
四

２.９
〇
九
万
円
、
市
債
（
借
入
金
）

が　

％
減
の
五
億
七
四
〇
万
円

０.９
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

公
共
下
水
道
管
渠
布
設
工
事

等
の
事
業
費
が
前
年
度
比　

・
８

３０

％
増
の
約
一
億
一
、
二
六
三
万

円
、
公
債
費
が　

％
減
の
約
一

２.９

三
億
八
、
四
六
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業

【
歳
入
】

　

前
年
度
比　

・
１
％
増
の
約
一

１０

億
七
、
七
九
八
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳
出
】

　

前
年
度
比　

・
４
％
減
の
約

１９

一
億
一
、
六
二
八
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、約
三
億
六
、

二
一
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

保
険
料
が
約
一
〇
億
九
、
一

二
三
万
円
で
全
体
の　

・
９
％
、

２０

国
庫
支
出
金
が
約
九
億
四
、
〇

四
一
万
円
で　

・
０
％
と
な
り

１８

ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

保
険
給
付
費
が
約
四
三
億
二
、

八
八
〇
万
円
で
全
体
の　

・
２
％
、

８９

地
域
支
援
事
業
費
が
約
一
億
五

七
七
万
円
で　

％
と
な
り
ま
し
た
。

２.２

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
三
、
三

五
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

医
療
保
険
料
が
前
年
度

比　

・
５
％
増
の
約
七
億
九
、〇

１１
八
一
万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金

が　

・
８
％
増
の
八
億
六
、一
八

１１
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

広
域
連
合
納
付
金
が
約
一
五

億
四
、
七
〇
六
万
円
で
全
体

の　

・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

９０

　

平
成　

年
度
決
算
に
お
け
る

２６

主
な
財
政
指
標
等
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

○
財
政
力
指
数

　

財
政
力
指
数
と
は
、
地
方
公

財
政
指
標
等

 ＜表 3 ＞　特別会計への繰出金

平成26年度繰出額区　　　分

11億6,036万6,996円国民健康保険事業特別会計

5億1,736万3,000円下 水 道 事 業 特 別 会 計

4,600万円土地区画整理事業特別会計

 8億5,746万5,000円介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

 8億6,189万2,000円後期高齢者医療特別会計

34億4,308万6,996円合　　　計

 ＜表 4 ＞　財政指標

平成26年度平成25年度平成24年度区　　　分

0.8410.8380.843財 政 力 指 数

91.1％90.1％91.5%経 常 収 支 比 率

 ＜表 5 ＞　健全化判断比率

平成26年度平成25年度
平成26年度
早期

健全化基準
区　　　分

――12.71％実 質 赤 字 比 率

――17.71％連結実質赤字比率

－1.2％0.3％25.0％実質公債費比率

――350.0％将 来 負 担 比 率

※早期健全化基準の比率を超えた場合、財政健全化  
　計画を作成することとなります。
※「―」は、該当する数値がありません。

 ＜表 6 ＞　資金不足比率

平成26年度平成25年度
平成26年度
経営

健全化基準
区　　　分

――20.00％下 水 道 事 業

――20.00％土地区画整理事業

※「―」は、該当する数値がありません。

平
成
 26
 年
度
の
 

　
　
　
主
な
事
業

＜表7＞ 基金（積立金）現在高 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

＜表8＞ 市債（借入金）現在高 

※臨時財政対策債は、普通交付税等の一般財源の不足を補 
　うために活用している市債です。将来の公債費負担に対 
　しては、税金により国が補てんすることになっています。

財政調整基金 

特定目的基金 

下水道事業特別会計 

うち臨時財政対策債 

一般会計 

共
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る

た
め
の
理
論
上
の
指
数
で
、
こ

の
指
数
が
大
き
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
１

を
超
え
る
地
方
公
共
団
体
は
、

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
が
交
付

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
財
政
力
指

２６

数
は
０
・　

と
な
り
ま
し
た（
表

８４１

４
参
照
）。

○
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
指
標
の
こ
と

で
す
。
経
常
的
支
出
（
人
件
費

や
扶
助
費
等
）
に
必
要
な
財
源

の
経
常
的
収
入
（
市
税
等
の
一

般
財
源
）
に
対
す
る
割
合
で
、

現
在
、
市
で
は　

％
以
内
に
抑

９０

え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
経
常
収
支

２６

比
率
は　

・
１
％
と
な
り
ま
し
た

９１

（
表
４
参
照
）。

○
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

　

表
５
、
表
６
の
と
お
り
。

〇
基
金
（
積
立
金
）
現
在
高

　

基
金
と
は
、
目
的
を
も
っ
て

資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設

け
た
も
の
で
、一
般
会
計
で
は
、

年
度
間
の
財
源
調
整
を
図
る
財

政
調
整
基
金
と
、
福
祉
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
特
定
目

的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
基
金
現
在

２６

高
は
、
前
年
度
比
約
八
億
九
、

九
二
二
万
三
、
〇
〇
〇
円
、

　

・
２
％
増
の
約
四
二
億
三
三
二

２７万
二
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
財
政
調
整
基

金
は
、
前
年
度
比
約
八
、
五
九

二
万
七
、〇
〇
〇
円
、　

％
増
の

４.１

約
二
一
億
六
、
九
一
六
万
七
、

〇
〇
〇
円
、
特
定
目
的
基
金
は

前
年
度
比
約
八
億
一
、
三
二 
九

 
万 
六
、 〇 
〇 
〇 
円
、 　

・
６
％
増
の

６６

約
二
〇
億
三
、
四
一
五
万
五
、

〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表

７
参
照
）。

〇
市
債
（
借
入
金
）
現
在
高

　

道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
や

中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工
事
等
、

将
来
に
わ
た
っ
て
効
果
が
残
る

事
業
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
市

債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
一
般
会
計

２６

の
市
債
の
残
高
は
、
前
年
度
比

三
億
八
、
五
三
六
万
円
、　

％
２.１

増
の
約
一
八
五
億
六
、
二
六
五

万
七
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
前
年
度
比
約
一
〇
億

三
五
七
万
四
、〇
〇
〇
円
、　

％
８.４

増
の
約
一
二
九
億
六
、
一
七
三

万
九
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

下
水
道
事
業
債
は
、
前
年
度

比
約
五
億
三
、
七
九
八
万
二
、

〇
〇
〇
円
、　

％
減
の
約
一
一

４.５

四
億
一
、
一
三
五
万
六
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表
８

参
照
）。

基
金
・
市
債
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下
水
道
は
、
安
全
で
快
適
な

生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
都
市
施
設
で
す
。

　

上
水
・
下
水
道
事
業
と
い
っ

た
地
方
公
営
企
業
の
経
営
は
、

独
立
採
算
制
を
原
則
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
特
別
会
計
」
と

し
て
一
般
会
計
と
は
別
に
事
業

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
事
業
に

係
る
経
費
は
、
国
や
東
京
都
か

ら
の
補
助
金
や
市
債
（
借
入
金
）、

下
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
歳
入
は
、
前

２６

年
度
繰
越
金
、
市
債
が
減
額
と

な
り
ま
し
た
が
、
下
水
道
使
用

料
、
財
源
不
足
を
補
う
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
の
増
額
で
、

前
年
度
比　

％
増
と
な
り
ま
し

１.２

た
。歳
出
は
、過
去
に
借
入
れ
た

市
債
の
返
済
が
進
み
公
債
費
が

減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
流
域

下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
及
び

下
水
道
使
用
料
徴
収
事
務
委
託

等
の
増
に
よ
り
総
務
費
が
増
額

と
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
前

年
度
比　

％
増
と
な
り
ま
し
た
。

１.３

　

公
債
費
が
、
歳
出
の
大
半
を

占
め
、
そ
の
財
源
は
下
水
道
使

用
料
、
市
債
だ
け
で
は
不
足
す

る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
充
て
て
い
る
状
況
で
す

（
下
図
参
照
）。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
の
経
営

状
況
を
表
す
数
値
と
な
る
経
費

回
収
率
は
、　

・
８
％
（
多
摩

７１

　

市
平
均　

・
１
％
）
と
な
り
、

２６

１０７

健
全
な
経
営
状
況
と
言
え
る　
１００

％
以
上
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
下
水
道
施

設
を
適
切
に
維
持
し
、
快
適
な

生
活
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
下
水
道
使
用
料
を
見
直

し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
下
水
道
事
業
の
財

政
状
況
や
下
水
道
使
用
料
審
議

会
か
ら
の
答
申
内
容
に
つ
い
て
、

上
記
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

▽
応
募
用
件　

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
①
介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
す
る
方
②
保

健
師
、看
護
師
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
し
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
取

得
後
、
そ
の
資
格
を
生
か
し
た

実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

３
人

▽
勤
務
時
間　

原
則
、
月
〜
金

曜
日
の
う
ち
週
４
日
で
、
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
週　

３０

３０

時
間
）

※
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
勤
務
内
容　

被
保
険
者
を
訪

問
し
、
要
介
護
認
定
等
に
必
要

な
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
の

提
出
を
行
い
ま
す
。

▽
報
酬　

時
給
一
、
六
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成　

年
１
月

２８

１
日
か
ら
１
年
間
（
市
の
規
定

に
よ
る
更
新
有
り
）

▽
募
集
要
項
の
配
布　
　

月　
１２

１０

日
貅
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
の
間
、
職
員
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
し
ま
す
（
土

・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）。

※
募
集
要
項
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

▽
選
考
日
時
・
内
容　
　

月　
１２

１２

日
貍
午
前
９
時　

分
か
ら
選
考

３０

試
験
（
論
文
試
験
・
面
接
試
験
）

▽
応
募
受
付　
　

月
９
日
貉
・

１２

　

日
貅
の
午
前
８
時　

分
〜
午

１０

３０

後
５
時
の
間
、
職
員
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

※
応
募
の
際
は
、
原
則
と
し
て

本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代

理
に
よ
る
受
付
け
を
希
望
の
場

合
は
、
事
前
に
職
員
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
等
詳
細
は
、
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、

自
然
災
害
や
国
民
保
護
に
関
す

る
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的

余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
、
国
が
市
の
防
災
行
政

無
線
を
自
動
起
動
し
、
緊
急
情

報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貉
午
前　

１１

２５

１１

時
頃

▽
対
象
地
域　

市
内
全
域

▽
放
送
内
容　

市
内　

か
所
の

５２

防
災
行
政
無
線
か
ら
、「
〜
チ
ャ

イ
ム
〜
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す

（
３
回
繰
り
返
し
）。こ
ち
ら
は

ぼ
う
さ
い
東
大
和
で
す
〜
チ
ャ

イ
ム
〜
」
と
放
送
さ
れ
ま
す
。

※
当
日
の
午
前　

時　

分
頃
、

１０

４５

防
災
行
政
無
線
及
び
東
大
和
市

安
全
安
心
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
事

前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
訓
練
は
国
が
全
国
を
対

象
に
実
施
（
他
の
地
域
で
も
同

様
に
実
施
）
す
る
も
の
で
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

�

　

玉
川
上
水
保
育
園
で
は
、
保

育
園
等
が
閉
園
す
る
年
末
に
、

保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

利
用
日
に
保
育
が

必
要
な
市
内
在
住
の
生
後　

日
５７

目
か
ら
就
学
前
ま
で
の
集
団
保

育
が
可
能
な
児
童

▽
実
施
保
育
園　

玉
川
上
水
保

育
園
（
桜
が
丘
４
―　

―　

）

２９

１８

▽
利
用
日
・
利
用
時
間　
　

月
１２

　

日
貂
・　

日
貉
午
前
７
時
〜

２９

３０

午
後
６
時
（
延
長
保
育
は
午
後

６
時
〜
７
時
）

▽
料
金　

１
日
三
、
五
〇
〇
円

（
給
食
無
し
・
お
や
つ
有
り
）

▽
延
長
保
育
料
金　

一
、
〇
〇

〇
円

▽
定
員　
　

人
（
０
歳
３
人
、

２０

１
〜
５
歳　

人
）

１７

※
定
員
超
過
の
場
合
、
玉
川
上

水
保
育
園
で
、
仕
事
の
た
め
年

末
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
世

帯
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
以

外
の
理
由
の
世
帯
の
抽
選
を
行

い
、利
用
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

玉
川
上
水
保
育

園
に
申
込
書
等
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
提
出
可
）。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日
貂
〜

１１

２４

　

日
豺
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

３０※
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

▽
申
込
用
紙
等　

市
内
保
育
施

設
、保
育
課
（
市
役
所
１
階
）
で

配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
た
は
、
玉
川
上
水
保

育
園
（
�　

―　

―
８
６
７

０４２

５６６

０
）
へ
。

下
水
道
財
政 

説
明
会
を
開
催 

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
〜

２４

　

年
度
を
計
画
期
間
と
し
た

２８『
東
大
和
市
第
４
次
行
政
改

革
大
綱
推
進
計
画
』
に
よ
り
、

行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
の
主

２６

な
取
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

※
詳
細
は
、
行
政
管
理
課
（
市

役
所
４
階
）
及
び
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
で

の
閲
覧
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画 

主
な
行
政
改
革
の 

　
　

取
組
と
成
果 

１１
 月
 ２５
 日
貉
午
前 
11
 時
頃

全
国
瞬
時
警
報
 

シ
ス
テ
ム
 

　
情
報
伝
達
訓
練

市
嘱
託
員
を
募
集
 

介
護
認
定
 

調
査
員
 

12月29日・30日 
 玉川上水保育園 

年末保育 

歳　入 26年度 
（単位：千円） 

使用料及び 
手数料 
1,064,302 
50.0％ 

歳入総額 
21億 

2,750万7千円 
市民一人当たり 
2万4,712円 

  住民基本台帳人口： 
  86,092人 
（平成27年3月31日現在）

分担金及び 
負担金 
1,089 
0.1％ 

諸収入 
3,949 
0.2％ 

市債 
507,400 
23.9％ 

繰越金 
23,832 
1.1％ 

繰入金 
517,363 
24.3％ 

都支出金 
450 
0.0％ 

国庫支出金 
9,122 
0.4％ 

26年度 
（単位：千円） 

公債費（利子） 
339,241 
16.1％ 

  住民基本台帳人口：86,092人 
（平成27年3月31日現在） 

歳　出 

歳出総額 
21億 

619万3千円 
市民一人当たり 
2万4,464円 

総務費 
（総務管理費） 
82,060 
3.9％ 総務費 

（維持管理費） 
526,875 
25.0％ 

事業費 
（建設総務費） 
24,223 
1.2％ 

事業費 
（建設事業費） 
88,412 
4.2％ 

公債費（元金） 
1,045,382 
49.6％ 

説明会日程（内容は同一です）

会場開　催　日　時
市役所会議棟
第 6 会議室午後 7 時～ 8 時11 月 20日（金）

向原市民センター午前 10時 30分 ～ 11時 30分
11 月 21日（土）

南街公民館午後 2 時 30分～ 3 時 30分

上北台公民館午前 10時 30分 ～ 11時 30分
11 月 22日（日）

奈良橋市民センター午後 2 時 30分～ 3 時 30分

狭山公民館午後 2 時～ 3 時11 月 24日（火）

桜が丘市民センター午前 10時 30分 ～ 11時 30分
11 月 28日（土）

蔵敷公民館午後 2 時 30分～ 3 時 30分

市役所会議棟
第 6 会議室

午前 10時 30分 ～ 11時 30分
11 月 29日（日）

午後 2 時～ 3 時

清原市民センター午前 10時 30分 ～ 11時 30分11 月 30日（月）

 １市民サービスの充実
○体育施設等の指定管理者と平成 27年度からの開館時間の拡大・延長に向け調整
○市税のモバイルレジによる納付の開始
○住民票の写し等のコンビニエンスストア交付について、平成 27年度の実施に
　向けた準備 
○市公式フェイスブックページを開設

 ２市民参加と協働の推進
○自治基本条例に関する市民懇談会の実施 
○「市長と語ろう会」（タウンミーティング）を開催
○パブリックコメント実施要綱を制定（施行日：平成 27年 4 月 1 日）
○地域における自主防災組織化の推進（ 2 団体増、平成 26年度末現在 36団体）
○自主防犯パトロール団体の組織化（1 団体増、平成 26年度末現在 20団体）
○道路清掃について地域団体等 16団体の協力を得た。

 ３効率的・効果的な行政運営
○公の施設のあり方検討委員会において、施設のあり方を検討した。
○行政評価制度の推進を図るため、施策評価を導入した。また、市民による外部
　評価を実施した。
○人材育成方針（第 2  期）を策定した。
 ４財政健全化の推進
○市有地の売却（平成 26年度実績 61,527千円）
○負担金、補助金等の見直し（当初予算比較△ 8,819千円）
○事務管理経費（旅費・交際費・需用費他）の節減（当初予算比較△ 12,003千円）
○各種業務委託の見直し（当初予算比較△ 4,898千円）
○財政調整基金の積立（平成 26年度実績 85,927千円）
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東
大
和
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
羽
村
市
自
然
休
暇
村
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
羽
村
市
と

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
山
梨
県
の
清
里
高

原
に
あ
る
体
験
型
大
型
宿
泊
施

設
で
す
。
天
体
観
測
室
、
体
育

館
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
を
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に

フ
ェ
ア
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
受
付
は
利
用
日
の
３
か

月
前
か
ら
で
、
利
用
日
の
１
か

月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
予
約
分

に
つ
い
て
は
羽
村
市
民
と
同
一

価
格
で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
施
設
の
所
在
地　

山
梨
県
北

杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５
―

３
８
７
７

▽
施
設
案
内
の
配
布
場
所　

市

役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
市
民

生
活
課
（
市
役
所
３
階
）

▽
利
用
方
法　

自
然
休
暇
村
�

０
５
５
１
―　

―
４
０
１
７
ま

４８

た
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
―　

―
４
０
１
７
（
携
帯
不

４７

可
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

　

こ
の
時
期
、
喜
多
方
市
内
で

は
、
採
れ
た
て
の
そ
ば
の
実
を

挽
い
た
新
そ
ば
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。塩
川
地
区
で
は
、

「
ひ
き
た
て
、
う
ち
た
て
、
ゆ
で

た
て
」
の
そ
ば
を
召
し
上
が
っ

羽
村
市
自
然
休
暇
村 

〜
清
里
・
八
ヶ
岳 

　
　
少
年
自
然
の
家
〜 

（
市
役
所
３
階
）
で
申
込
用
紙

に
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
と
、対
象
世
帯
の
住
所
、

電
話
番
号
及
び
世
帯
全
員
の
氏

名
、
生
年
月
日
を
記
入
し
、
介

護
認
定
の
分
か
る
書
類
（
介
護

保
険
証
）
の
写
し
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
み
に

は
申
請
者
の
印
鑑
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
代
理
の
方
で

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

▽
配
布
数　
　

本
３５０

※
１
世
帯
１
回
限
り
の
配
布
と

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

平成27年度 
行政評価の内容を 
　　　公表します 

て
い
た
だ
く
新
そ
ば
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
地
場
産

品
の
展
示
即
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
（
祝
日
）

１１

２３

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
場
所　

福
島
県
喜
多
方
市
塩

川
蔵
史
館
（
喜
多
方
市
塩
川
町

字
舘
ノ
内　

―
１
）

９５０

▽
料
金　

か
け
そ
ば
・
も
り
そ

ば
各
１
杯　

円
６００

▽
塩
川
新
そ
ば
ま
つ
り
の
問
合

せ　

塩
川
新
そ
ば
ま
つ
り
実
行

委
員
会
�
０
２
４
１
―　

―
２

２７

１
２
２
へ
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
は
喜
多

方
観
光
物
産
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp：

//w
w
w
.k
itak
ata-

kanko.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

　

市
で
は
、
行
政
評
価
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
仕
事

に
お
け
る
成
果
重
視
、
限

ら
れ
た
財
源
・
人
材
の
有

効
活
用
、
職
員
の
意
識
改

革
等
を
進
め
、
よ
り
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
運
営
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
実
施
し
た
行
政

評
価
は
次
の
２
種
類
で
す
。

【
事
務
事
業
評
価
】

　

平
成　

年
度
に
実
施
し

２６

た　

事
務
事
業
に
つ
い
て
、

４７８
担
当
課
が
目
的
を
明
確
に
し
、

現
状
の
把
握
、
課
題
の
振
り
返

り
を
行
い
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち　
１６

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
に

よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。さ
ら
に
、よ
り
客
観
性
の
高

い
判
断
が
必
要
と
さ
れ
た
５
事

務
事
業
に
つ
い
て
東
大
和
市
行

政
評
価
推
進
会
議
で
最
終
評
価

を
行
い
ま
し
た（
右
下
表
参
照
）。

【
施
策
評
価
】

　

東
大
和
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る　

施
策
に
つ
い
て
評
価
し
ま

３２

し
た
。
具
体
的
に
は
、
施
策
の

担
当
課
長
が
、
総
合
計
画
に
掲

載
し
た
指
標
等
に
基
づ
い
て 
進 しん

 
捗
管 
理
を
行
う
と
と
も
に
、
平

ち
ょ
く

成　

年
度
の
主
な
取
り
組
み
や

２６
課
題
を
振
り
返
り
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
行
政
管
理
課
（
市

役
所
４
階
）、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
で
の
閲

覧
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

　

身
体
等
が
不
自
由
な
高
齢
者

が
、
自
身
で
容
易
に
初
期
消
火

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
簡
易
消

火
具
の
普
及
を
図
る
た
め
、
希

望
す
る
対
象
の
方
へ
簡
易
消
火

具
を
配
布
し
ま
す
。
各
ご
家
庭

に
お
い
て
も
、
消
火
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６５

上
で
介
護
保
険
被
保
険
者
で
あ

り
、
要
介
護
２
以
上
の
認
定
を

受
け
、
か
つ
在
宅
で
生
活
す
る

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

６５成
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方

▽
主
な
仕
様

�
天
ぷ
ら
油
火
災
、
ス
ト
ー
ブ

火
災
、
小
規
模
普
通
火
災
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
電
気
火
災
は

含
み
ま
せ
ん
。

�
総
重
量
約　

グ
ラ
ム

５２２

▽
申
込
期
間　
　

月　

日
貉
〜

１１

１８

平
成　

年
３
月　

日
貅

２８

３１

※
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。

※
予
定
配
布
台
数
を
超
え
た
場

合
は
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

防
災
安
全
課

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」 

塩
川
新
そ
ば
ま
つ
り 

対
象
と
な
る
世
帯
の
方
に 

簡
易
消
火
具
（
ス
プ
レ
ー
式
消
火
器
）
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
し
ま
す 

　

自
転
車
は
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
利
用
す
る
手
軽

で
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
自

転
車
に
乗
る
時
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

自
転
車
は
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲

酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止
／
夜
間
は
ラ
イ
ト
を

点
灯
／
交
差
点
で
の
信
号
遵

守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用

あ
り
、
消
防
団
員
の
模
範
と
な

る
方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
地
域
防
災
の
た
め
に

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

　

平
成　

年
度
東
京
都
消
防
褒

２７

賞
を
次
の
方
が
受
賞
し
、　

月
１１

５
日
、
東
京
都
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

第
五
分
団
長　

三
浦
健

　

第
七
分
団
長　

前
島
孝
弘

　

こ
の
表
彰
は
、
消
防
団
員
と

し
て
永
年
勤
務
し
た
方
で
、
特

に
消
防
業
務
の
功
績
が
顕
著
で

東
京
都
消
防
褒
賞 

※
こ
ん
な
運
転
も
ル
ー
ル
違

反
で
す（
傘
さ
し
運
転
、自
転

車
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用

等
、
自
転
車
運
転
中
の
イ
ヤ

ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使
用
）。

◎
危
険
行
為
を
繰
り
返
す
と

「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の

受
講
が
義
務
に
な
り
ま
し
た

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施

行
に
よ
り
、
平
成　

年
６
月

２７

１
日
か
ら
信
号
無
視
や
一
時

不
停
止
等
、
特
定
の
危
険
行

為
を
過
去
３
年
以
内
に
２
回

以
上
繰
り
返
す
と
、
自
転
車

運
転
者
講
習
の
受
講
（
講
習

手
数
料
の
標
準
額
は
五
、
七

〇
〇
円
）
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

命
令
を
受
け
て
か
ら
３
か
月

以
内
の
指
定
さ
れ
た
期
間
内

に
受
講
し
な
い
と
、
５
万
円

以
下
の
罰
金
に
な
り
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東

大
和
警
察
署
�　

―　

―
０

０４２

５６６

１
１
０
へ
。

ご
存
知
で
す
か 

自
転
車
に
乗
る
時
の 

　
　
正
し
い
ル
ー
ル 

平成 27 年度 事務事業評価に係る最終評価結果一覧
　以下の行政評価推進会議における評価の結果を踏まえ、今後、各事務事業の所管課において、
必要な調整を進めます。

　老人福祉電話貸与及び電話料助成事業（高齢介護課）　

【事業内容】　近隣に親族がいない65歳以上の一人暮らし等の方を対象に、安否確認及び緊急連
絡手段の確保及び経済的負担の軽減を目的として、電話回線の貸与及び料金の一部を助成する事
業（所得制限有）
【外部評価】　①開始当初と違い緊急通報システムもあるので、変更していく方向性もある　②
電話はコミュニケーションツールとしての活用もある　③他市で新規受付をしないという例が
あったが良いと思う。
【最終評価結果】　本事業の目的である安否確認については、緊急通報システムや見守りぼっく
す、「東大和市高齢者見守りネットワーク～大きな和～」等の体制整備を進めてきたことにより、
緊急対応を含めた安否確認・見守り支援が可能となっている。また、通信機器も、利用者の必要
に応じた手段が選択できる状況になっている。これらのことを踏まえ、新規の申請受付は行わな
いこととする。なお、現在の利用者への電話料助成は、生活上の影響を鑑み、当面の間、継続す
るものとする。また、生活保護受給者は、電話料も含んだ生活扶助費が支給されており、公平性
の観点から考慮すると、生活保護受給者に対する助成については、内容の検討が必要である。

　敬老金支給事業（高齢介護課）　

【事業内容】　77歳・88歳・99歳の市民に対し、市が敬老の意を表するため5,000円を贈る。
【外部評価】　①お祝いをする年齢として、77歳は若いと思う　②「寄付・受け取る・辞退」の
選択性にしてはどうか　③団塊の世代が77歳になるときの試算はしているのか。
【最終評価結果】　平成13年からは、77歳、88歳、99歳という節目の年齢に達する高齢者を対
象として、敬老金を支給してきたところである。こうした状況の中、平成13年当時と比較し、平
均寿命が伸展していることや他市の実施状況等を総合的に勘案し、77歳の方への支給は廃止す
る。一方、88歳、99歳に達する高齢者への敬老金支給については、継続する。

　以下の事業は、過去の外部評価で廃止や縮小との意見があり、最終評価を行ったものの、引き
続き経過を見ることになった事業です。今回、その後の状況を踏まえた最終評価を行いました。

　奨学資金貸付事業（学校教育課）　

【事業内容】　高等学校または高等専門学校に在学し、勉学意欲がありながら経済的事由によ
り、修学困難な学生に、修学上必要な資金を貸し付ける。
【平成25年度外部評価】　基準の明確化や、周知方法に検討の余地はあるが、都制度の補完に
もなっていないので、廃止すべき。給付型を検討する場合は、別制度として慎重に検討すべき。
【最終評価結果】　同主旨、かつ、より充実した都制度の周知徹底を図り、平成26年度申請者は
0人となった。引き続き、都制度の周知徹底を図ることを前提に、本制度は廃止とする。

　東大和市老人性白内障眼鏡等購入費助成事業（高齢介護課）　

【事業内容】　65歳以上で市民税が非課税の方に対し、老人性白内障手術後に必要な補助眼鏡等
の購入費を助成する。
【平成25年度外部評価】　制度発足時から、時代が変わり保険適用が広くされるようになった
ことから、市独自制度は役割が終わった。時代の流れによって使命が終わった制度。
【最終評価結果】　高齢者の経済的負担軽減を目的とした老人性白内障レンズ挿入手術後の眼鏡
購入費助成（市の単独助成。26市中当市のみ実施）については、制度開始当初と比較した場合、手
術費用の医療保険適用や廉価で眼鏡購入が可能になった等の変化があり、事業の必要性が低減し
ていることから、廃止とする。一方、老人性白内障罹患者のうち、眼内レンズ挿入手術を受けら
れない高齢者に対する特殊眼鏡等購入費の助成については、特殊眼鏡等が高額であることから、
東京都の補助制度の活用も図り、継続するものとする。（26市中15市実施）

　高齢者入院見舞金支給事業（高齢介護課）　

【事業内容】　連続して21日以上の入院をされた70歳以上の方で、ご本人の市民税が非課税で
ある場合に、10,000円の入院見舞金を支給する。
【平成24年度外部評価】　公平性・効果性に問題がある。今後の事業継続が財政的にも難しい。
この財源を他の高齢者事業に有効に活用すべき。
【最終評価結果】　入院に伴う費用負担に対する経済的な支援という観点での効果は認めるもの
の、高齢者医療制度において低所得者の負担軽減策が講じられていることや、一定期間の入院
が、高齢者に限ったことではないこと等を踏まえると、公平性の観点で課題がある事業である。
また、現在、多摩地域26市で同内容の事業を実施しているのは、当市を含め2市のみとなってい
る状況などを鑑み、本事業の必要性は低減したものと判断し、廃止とする。

▲スプレー式消火器
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�

◎　

月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

１２

　

担
当
保
育
士
が
集
会
所
な
ど

に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
す
。
育

児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　
　

月
１
日
貂
は

１２

さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、　

月
９

１２

日
貉
は
新
堀
地
区
会
館
、　

月　
１２

１５

日
貂
は
か
み
き
た
だ
い
児
童
館
、

　

月　

日
貉
は
芋
窪
集
会
所

１２

１６

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

　

分
４５※

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◎
「
か
る
が
も
」
一
時
保
育
室

　

保
護
者
の
仕
事
や
通
院
、
育
児

疲
れ
、美
容
院
に
行
く
時
等
に
、お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
認
可
保

育
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
、
集

団
保
育
が
可
能
な
１
歳
以
上
の
未

就
学
児

▽
実
施
日　

月
〜
土
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

▽
保
育
時
間
・
利
用
料

�
一
日
利
用（
８
時
間
）：

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
／
二
、
四
〇
〇
円

�
半
日
利
用
（
４
時
間
）：

午
前

９
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
１
時
〜

５
時
／
一
、
二
○
○
円

▽
定
員　
　

人
１０

▽
利
用
限
度　

週
３
回

▽
利
用
方
法　

事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
に
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
保
険
証
、
乳
幼
児
医
療
証
を
お

持
ち
に
な
り
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
登
録
後
に
窓
口
ま
た
は

専
用
電
話
（
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

５
）
で
１
か
月
先
ま
で
の
空
い
て

い
る
日
の
予
約
と
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
で
き
ま
す
。
電
話
受
付
後
１

週
間
以
内
に
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
予
約
完
了
と
な
り
ま
す
。

◎
「
か
る
が
も
」
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ

ス
会

▽
対
象　

市
内
在
住
で
生
後
６
か

月
〜
３
歳
（
参
加
当
日
）
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
前　

時

１２

１１

１０

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

▽
定
員　

子
ど
も
と
保
護
者　

組
１８

※
申
込
み
が
多
い
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
初
め
て
参
加
す
る
お
子

さ
ん
を
優
先
し
ま
す
。

▽
内
容　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
等

▽
持
ち
物　
　

円
程
度
の
プ
レ
ゼ

２００

ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
行
い

ま
す
。
参
加
す
る
お
子
さ
ん
が
２

人
の
場
合
は
２
個
必
要
で
す
）、
靴

を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
当
選
は

が
き

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
次

の
と
お
り
記
入
し
、　

月　

日
貍

１１

２８

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
の
結
果
を

返
信
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―

０４２

５６５

３
６
５
１
ま
で
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
「
か
る
が
も
」
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

２
人
以
上
世
帯
向
（
東
京
街
道

１
戸
）
と
３
人
以
上
世
帯
向
（
桜

が
丘
三
丁
目
１
戸
）
に
つ
い
て
、

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
資
格　

次
の
全
て
の
条
件

に
該
当
す
る
方
①
東
大
和
市
に
居

住
し
て
い
る
②
同
居
親
族
が
い
る

③
世
帯
の
所
得
が
東
京
都
の
定
め

る
基
準
内
で
あ
る
④
住
宅
に
困
っ

て
い
る
⑤
申
込
者
（
同
居
親
族
を

含
む
）が
暴
力
団
員
で
な
い
。詳
し

く
は
、
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
の
配
布
期
間
・
場
所

　

月　

日
貂
〜　

日
貅
の
間
、
市

１１

１７

２６

民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）、
市
民
セ

ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
）
で
配
布
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

申
込
書
の
配
布
期

間
中
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
た

申
込
書
を
市
民
生
活
課
へ
提
出
す

る
か
、
郵
送
（　

月　

日
貅
ま
で

１１

２６

の
消
印
有
効
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内
線

１
７
１
５
ま
で
。

都
営
住
宅 

（
地
元
割
当
）
の 

　
　

入
居
者
を
募
集 

受付は随時行っています。該当する方は子育て支援課（市役所1階）で申請してください。必
要書類や条件などが異なりますのでお問い合わせください。また、制度によっては所得制限が
あるものや重複して受けられないものもあります。下表は平成27年11月現在の内容です。児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象のののののののののののののののののののの手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等児童・ひとり親家庭等対象の手当・助成制度等

問合せ手当月額・助成内容等所得制限対象者名称

子
育
て
支
援
課
手
当
・
助
成
係
・
内
線
1
7
6
1
〜
1
7
6
3

0～3歳未満（3歳の誕生月まで）　15,000円
3歳～小学校修了前
　第1・2子は10,000円、第3子以降は15,000円
中学生　10,000円
特例給付　5,000円

あり（所得制限
超世帯に特例
給付として支
給有）

　15歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童を養育している方児童手当

全部支給　42,000円
一部支給　9,910円～41,990円
（児童2人目以降の加算有）

全部停止　0円

あり（扶養義務
者を含む）

　次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童
（一定の障害がある場合は20歳未満）を養育しているひとり親家庭等の父または母または養
育者
�父または母が死亡　　�父または母が重度の障害を有する
�父母が婚姻を解消　　�父または母が保護命令を受けた
�父または母に引き続き1年以上遺棄されている　　�父または母が生死不明
�父または母が引き続き1年以上拘禁されている　　�婚姻によらないで生まれた

児童扶養手当

児童1人につき　13,500円
あり

　次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童を
養育しているひとり親家庭等の父または母または養育者
�父または母が死亡　　�父または母が重度の障害を有する
�父母が婚姻を解消　　�父または母が保護命令を受けた
�父または母に引き続き1年以上遺棄されている　　�父または母が生死不明
�父または母が引き続き1年以上拘禁されている　　�婚姻によらないで生まれた

育成手当
児
童
育
成
手
当

児童1人につき　15,500円　次のいずれかに該当する20歳未満の児童を養育している方
�身体障害者手帳1・2級程度　　 �愛の手帳1～3度程度　　�脳性まひ、進行性筋萎縮症障害手当

保険診療の自己負担分を助成（入院時の食事療養
標準負担額は除く）なし　義務教育就学前（6歳に達した日以後の最初の3月31日まで）の乳幼児を養育している方乳幼児

医療費助成

保険診療の自己負担分外来1回200円を上限とし、
それ以外を助成（入院時の食事療養標準負担額は
除く）

あり　6歳に達した日の翌日以後の最初の4月1日から15歳に達した日以後の最初の3月31日ま
での間にある児童を養育している方

義務教育就学
児医療費助成

保険診療の自己負担分を助成（一部自己負担は除
く）
※一部自己負担分
【住民税課税世帯】
　《通院の場合》定率1割（上限12,000円/月）
　《入院の場合》定率1割（上限44,400円/月）
　　　　　　     入院時の食事療養標準負担額
【住民税非課税世帯】
入院時の食事療養標準負担額

あり（扶養義務
者を含む）

◎次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童
（一定の障害がある場合は20歳未満）を養育しているひとり親家庭等の父または母及びその
児童
　�父または母が死亡　　�父または母が重度の障害を有する
　�父母が婚姻を解消　　�父または母が保護命令を受けた
　�父または母に引き続き1年以上遺棄されている　　�父または母が生死不明
　�父または母が引き続き1年以上拘禁されている　　�婚姻によらないで生まれた
◎父または母が監護しない上記のような児童及び父母が死亡した児童を養育する養育者及
びその児童

ひとり親家庭等
医療費助成

医療保険各法による医療給付を適用し、その残額
から月額自己負担限度額を控除した額を助成する
等

所得に応じた
月額自己負担
限度額あり

　満18歳未満で小児慢性特定疾病にかかっている方（18歳以降についても継続して更新手
続きを行った場合に限り、20歳まで延長可能）

小児慢性特定
疾病医療費助成

子
育
て
支
援
課
ひ
と
り
親
・
女
性

相
談
係
・
内
線
1
7
6
4

�育児
�家事全般

所得に応じた
自己負担あり

　児童のいるひとり親家庭で、次の一時的な理由によりホームヘルパーの派遣が必要な方
�ひとり親家庭となって2年以内で生活環境が激変
�保護者が職業能力開発センター等に通学　　　　�自立のための就職活動等
�保護者の疾病、出産、看護、事故、冠婚葬祭、学校行事等
�小学3年生以下の児童がいる家庭で保護者の就業の事情

ひとり親家庭
ホームヘルプ
サービス

★主な貸付資金
①修学資金
②就学支度資金
③技能習得資金
④生活資金
⑤転宅資金
ほか

　都内に6か月以上居住しているひとり親家庭の母等で、20歳未満のお子さんを養育している方東京都母子及び父子
福祉資金の貸付

　配偶者がいない、都内に6か月以上居住している女性で
（1）親・子・兄弟姉妹などを扶養している方（所得制限なし）
（2）親・子・兄弟姉妹などを扶養していない方は、年間所得が2,036,000円以下で、次のいずれかに該当する方
①かつて母子家庭の母として子を扶養したことのある25歳以上の方　②婚姻歴のある40歳以上の方

東京都
女性福祉資金
の貸付

往信 
保
護
者
の
住
所
 

保
護
者
の
氏
名
 

（保護者の郵便番号）  東
大
和
市
立
野
1

子
ど
も
家
庭
 

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
 行
 

2 0 7 0 0 2 1

返信 

1034

2

－
 

－
 

ミニクリスマス会 
申込み 
　　　　　（ふりがな） 
①保護者の氏名 
②郵便番号・住所　 
③電話番号 
④参加するお子さ 
　　　（ふりがな） 
　んの氏名・性別・ 
　生年月日 



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 5 ・ 1 1 ・ 1 5�

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

１００

▽
観
覧
料　

無
料

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
通
常
行
っ
て
い
る

星
座
解
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

を
み
よ
う
」

　

燃
え
さ
か
る
太
陽
の
表
面
を

観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
　

月　

日
豸
午
後
１

１１

２９

時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

※
申
込
不
要
。
時
間
内
な
ら
い

つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
く
も

り
や
雨
の
場
合
は
中
止
で
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

郷
土
博
物
館
職
員

■
自
然
観
察
会
「
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
」（
事
前
申
込
制
）

　

紅
葉
の
林
と
多
摩
湖
で
、
野

鳥
観
察
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
　

月
６
日
豸
午
前
９

１２

時
・
武
蔵
大
和
駅
下
広
場
集
合

▽
場
所　

都
立
狭
山
公
園
、
多

摩
湖

▽
講
師　

大
庭
健
二
氏
（
都
市

鳥
研
究
会
幹
事
）、柴
田
佳
秀
氏

（
日
本
鳥
学
会
会
員
）、永
石
文

明
氏
（
東
京
農
工
大
学
講
師
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
双
眼

鏡�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

■
狭
山
公
民
館
か
ら

◎
第　

回
狭
山
公
民
館
ま
つ
り

３５

〜
ワ
ク
ワ
ク　

ド
キ
ド
キ　

イ

キ
イ
キ
が
い
っ
ぱ
い
〜

　

狭
山
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
成
果
を
展

示
・
発
表
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
期
日　
　

月　

日
貍
・　

日

１１

２１

２２

豸▽
時
間
・
内
容
な
ど　

下
表
の

と
お
り

◎
人
形
劇
＆
ア
ニ
メ
映
画
会

▽
対
象　

幼
児
及
び
小
学
生
低

学
年
児
童
と
保
護
者

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

１２

１０

時
〜　

時
１１

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
内
容　

人
形
劇
「
い
な
か
ね

ず
み
と
ま
ち
ね
ず
み
」、
ア
ニ

メ
映
画
「
サ
ン
タ
さ
ん
は
大
い

そ
が
し
」

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

７０

▽
公
演
者　

人
形
劇
団　
 
雁 かり

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
狭
山

公
民
館
�　

―　

―
２
７
０
０

０４２

５６５

ま
で
。

■
子
ど
も
体
験
講
座
「　

歳
か

１０

ら
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
〜
な
れ
る

ぞ
料
理
人　

め
ざ
せ
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
〜
」

　

お
正
月
に
向
け
て
、
簡
単
お

せ
ち
料
理
作
り
と
自
分
の
絵
で

作
る
パ
ラ
パ
ラ
ア
ニ
メ
体
験
に

公
　
民
　
館 

�
第
２
回：

平
成　

年
１
月　

２８

１７

日
豸

�
第
３
回：

平
成　

年
２
月

２８

�
第
４
回：

平
成　

年
３
月

２８

※
第
２
回
〜
４
回
の
時
間
は
午

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

（
予
定
）。
費
用
は
各
回　

円
１００

（
資
料
代
）。
詳
細
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
交
通
費
の
実
費
負
担
あ
り
。

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
Ｈ
Ａ
Ｙ

Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ　

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｔ

Ｏ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

（
拡
大
版
）」

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
番
組

「
ハ
ヤ
ブ
サ
・
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・

■
狭
山
丘
陵
市
民
大
学
「
狭
山

三
十
三
観
音
霊
場
め
ぐ
り
」

　

東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
・

武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
・
瑞
穂
町
郷
土
資
料
館
と
の

共
催
事
業
で
す
。

　

今
回
は
第
１
回
の
講
義
の
後
、

全
３
回
で
地
区
ご
と
に
霊
場
を

め
ぐ
り
ま
す
。

▽
対
象　

東
大
和
市
在
住
の
方

▽
日
時
・
場
所
・
内
容
・
費
用

�
第
１
回：

　

月　

日
貍
午
後

１２

１２

２
時
〜
４
時
／
瑞
穂
町
郷
土
資

料
館
（
現
地
集
合
）
／
江
戸
時

代
の
観
音
信
仰
の
講
義
／　

円
２００

（
資
料
代
）

ジ
・
ア
ー
ス
」
は
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
後
１
時
か
ら
投

影
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
投
影
の
う
ち
、
次
の
３

日
間
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

使
っ
て
「
は
や
ぶ
さ
２
」
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、　

月
に

１２

行
わ
れ
る
ス
イ
ン
グ
バ
イ
（
地

球
を
追
い
越
し
て
加
速
す
る
）

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、「
ハ
ヤ
ブ
サ
・
バ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ジ
・
ア
ー
ス
」
の
投
影

も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
〜　

日

１１

２１

２３

（
祝
日
）
の
午
後
１
時
か
ら

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

郷
土
博
物
館 

n
se
ik
a
tsu
@
c
ity
.h
ig
a
sh

iy
a
m
a
to
.lg
.jp

）
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
保
育
・
手
話
通
訳
の
申
込
期

限　
　

月　

日
貉

１１

２５

▽
講
座
の
申
込
期
限　
　

月
８

１２

日
貂

▽
申
込
み　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

　

第　

回
東
大
和
市
ロ
ー
ド
レ

５０

ー
ス
大
会
開
催
に
伴
い
、
東
大

和
南
公
園
周
辺
道
路
を
次
の
と

お
り
交
通
規
制
（
迂
回
の
お
願

い
等
）
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
交
通
規
制
の
日
時　
　

月
６

１２

日
豸
午
前
８
時　

分
〜
午
後
１

３０

時
頃
（
雨
天
の
場
合
、
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▽
交
通
規
制
区
域　

都
立
東
大

和
南
公
園
周
辺
道
路
（
右
図
の

と
お
り
）

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の 

開
催
に
伴
う 

交
通
規
制
の 

　
　
　

お
知
ら
せ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

▽
日
時　

①　

月
５
日
貍
午
前

１２

　

時
〜
午
後
２
時
②　

月　

日

１０

１２

１９

貍
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
定
員　

①　

人
②　

人
（
と

２５

２０

も
に
申
込
順
）

▽
場
所
・
内
容　

①
中
央
公
民

館：

簡
単
お
せ
ち
作
り
②
杉
並

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム：

パ
ラ
パ
ラ
ア
ニ
メ
作
り
、

多
摩
六
都
科
学
館

※
②
は
、
市
の
バ
ス
を
利
用
し

ま
す
。

▽
参
加
費　

①　

円
②　

円

４００

２６０

▽
持
ち
物　

①
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
筆
記
用
具
②
弁
当
、
水

筒
、
筆
記
用
具

▽
申
込
期
間　
　

月　

日
貂
〜

１１

１７

　

月
２
日
貉

１２▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

　

８
月
か
ら
始
ま
っ
た
ゆ
る
キ

ャ
ラ
�
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５

の
投
票
も　

月　

日
豺
で
終
了

１１

１６

と
な
り
ま
す
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
、
う
ま
べ

ぇ
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
応
援

で
、
う
ま
べ
ぇ
は
一
、
七
二
七

体
中　

位
（　

月
９
日
現
在
）

９５

１１

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
う
ま
べ
ぇ
の
参
加
す
る
イ
ベ

ン
ト
】

◎
ゆ
る
キ
ャ
ラ
○Ｒ
 

グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５　

出
世
の
街
浜
松

in

▽
日
時　
　

月　

日
豸
・　

日

１１

２２

２３

（
祝
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

静
岡
県
浜
松
市
渚
園

◎
世
界
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ
み
っ

と　

羽
生

in
▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前
９

１１

２１

時
〜
午
後
３
時　

分
３０

▽
場
所　

埼
玉
県
羽
生
市
（
羽

生
水
郷
公
園
）

※
予
定
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

う
ま
べ
ぇ
が 

　
　
　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
○
グ
ラ
ン
プ
リ
へ 

Ｒ 行
う
ロ
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ツ 
ジ
ェ

イ
レ
ッ
ク
共
同
事
業
体
で
は
、

体
育
施
設
と
市
内
を
結
ぶ
循
環

バ
ス
「
す
こ
や
か
ス
マ
イ
ル
バ

ス
」
を　

月
１
日
貂
か
ら
運
行

１２

し
ま
す
。

　

市
内
体
育
施
設
へ
お
越
し
の

際
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
コ
ー
ス
や
時
刻
表
、
登

録
手
続
き
等
の
詳
細
は
、
東
大

和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館

（
市
民
体
育
館
）
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
の
体
育
施
設
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
管
理
運
営
を

▽
対
象　

小
学
生
以
上
で
、
市

の
体
育
施
設
を
利
用
す
る
方

▽
費
用　

年
間
登
録
手
数
料　
５００

円
（
税
別
）

▽
申
込
み
に
必
要
な
物　

本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
（
健
康
保

険
証
な
ど
）

▽
申
込
開
始
日
時　
　

月
１
日

１２

貂
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

▽
申
込
方
法　

東
大
和
市
ロ
ン

ド
み
ん
な
の
体
育
館
（
市
民
体

育
館
）
窓
口
で
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、　

歳
未

１６

満
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
ロ
ン
ド

み
ん
な
の
体
育
館
（
市
民
体
育

館
）
�　

―　

―
３
５
３
１
ま

０４２

５６６

で
。

体育施設への循環バス 

を運行します 

すこやか 
スマイルバス 
すこやか 
スマイルバス 
すこやか 
スマイルバス 

たくさんの仲間 
（キャラクター） 
に会うのが 
楽しみだべぇ～♪ 

▽
持
ち
物　

家
で
作
っ
て
い
る

み
そ
汁
（　

㏄
程
度
）

５０

▽
保
育　

対
象
は
１
歳
以
上
の

未
就
学
児
で
す
。
定
員
は
６
人

（
申
込
順
）
で
す
。

▽
手
話
通
訳　

手
話
通
訳
を
希

望
す
る
方
は
、
市
民
生
活
課
へ

フ
ァ
ク
ス
（　

―　

―
５
９
３

０４２

５６３

１
）
ま
た
は
メ
ー
ル
（sh

im
i

　

み
そ
汁
、
漬
物
等
の
塩
分
測

定
を
と
お
し
て
、
塩
分
表
示
、

減
塩
に
つ
い
て
学
び
、
日
ご
ろ

の
暮
ら
し
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

▽
日
時　
　

月　

日
貅
午
前　

１２

１０

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２４

▽
講
師　

東
京
都
消
費
者
啓
発

員▽
費
用　

無
料

消
費
者
講
座
（
東
京
都
消
費 

生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
共
催
） 

減
塩
を
目
指
し
て 

〜
塩
分
を
測
っ
て
み
よ
う
〜 

車両交通 
規制 

東大和市ロンド 
みんなの体育館 
（市民体育館） 

都立 
東大和南公園 

都立 
東大和南高校 

桜
が
丘
団
地 

うまかんべぇ～祭実行委員募集 対象　市内在住・在勤または市内で活動する市民団体に所属する 18歳以上の方。ほか条件あり／募集期間　随時／応募方法　産業振興課
（市役所 1階）、市のホームページにある応募用紙に必要事項を記入し、同課へ提出してください／問合せ　産業振興課・内線 1074 まで

狭山公民館まつりの内容・時間
１１月２１日貍
開会式　午前10時～10時30分
展示・発表　午前10時30分～午後3時40分
出前寄席「親分子分の振り込め詐欺珍道中」　午後1時～1時30
分／明治大学落語研究会（消費者啓発ボランティアグループ）
によるコント
体験コーナー　①茶席体験：午前10時30分～午後1時30分／先
着30人／茶席料　大人200円、子ども100円／②将棋体験：午
後1時30分～3時40分／無料
模擬店　市内共同作業所による販売コーナー／パン、やきとり
／午前10時30分から売り切れ次第終了

１１月２２日豸
展示・発表　午前10時～午後2時45分
他館交流発表　午前10時30分～11時：東大和市民ネット（上
北台公民館利用グループ）、午前11時～正午：東大和落語研究
会「上北亭」（上北台公民館利用グループ）
体験コーナー　①ヨーヨー体験：午前10時～午後2時45分／先
着20人／無料②囲碁体験：午前10時～午後2時30分／定員10
人／無料
模擬店　市内共同作業所による販売コーナー／フランクフル
ト、やきそば／午前10時30分から売り切れ次第終了
閉会式　午後2時45分～3時

１１月２１日貍・２２日豸両日
うまべぇ記念撮影パネルコーナー　21日は午前10時30分～午
後3時40分、22日は午前10時～午後2時45分
体験コーナー　パステル画体験：21日は午前10時30分～正午、
22日は午前10時～正午／各日先着8人／500円
模擬店　小松菜おからドーナッツ、おにぎり、カップみそ汁／
午前10時30分から売り切れ次第終了
お茶サービスコーナー　午前10時30分～午後2時30分／無料
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■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
２
日
貉
午
後
１

１２

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。　

月　

日
豺
か
ら
受
付
開

１１

１６

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／　

月
９
日
貉
午
後
１

１２

時　

分
〜
３
時　

分
／
場
所

３０

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
。　

月　

日
豺
か
ら

１１

１６

受
付
開
始
）
／
保
育
室
有
り

（　

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食

１５
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

バ
ス
タ
オ
ル
等

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／　

月
２

１２

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

申
込
制
）
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
専
門
の
医
師
に
よ

る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
、
市
へ
の
ご

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
大
凧　

１
枚

　

「
狭
山
丘
陵
・
親
子
凧
あ
げ
ま

つ
り
２
０
１
５
」
実
行
委
員
会

　

産
業
振
興
課
に
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
生
涯
学
習
推
進
計
画
審
議
会

　
　

月　

日
貅
午
前
９
時
か
ら

１１

１９

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５

人
（
先
着
順
）／
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
社
会
教

育
課
・
内
線
１
５
５
４
ま
で
。

■
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
向

け
た
工
事
の
実
施

　

市
道
等
に
設
置
し
て
い
る
市

管
理
の
街
路
灯
約
五
、
七
〇
〇

基
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

す
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
委

託
業
者（
腕
章
等
を
携
帯
）が
私

有
地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域　

市
内
全
域
／
期
間

　

月
中
旬
〜
平
成　

年
２
月
下

１１

２８

旬
／
土
木
課
・
内
線
１
２
１
２

ま
で
。

■
な
ん
が
い
児
童
館
〜
「
な
ん

が
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

５
」
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　
　

月
５
日
貍
に
「
な
ん
が
い

１２
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
」

を
開
催
し
ま
す
。
開
催
に
あ
た

り
、　

月　

日
豺
か
ら
な
ん
が

１１

１６

い
児
童
館
で
チ
ケ
ッ
ト
（
１
枚

　

円
）
を
販
売
し
ま
す
。
チ
ケ

１００ッ
ト
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
／
な
ん
が
い
児
童
館
�　
０４２

―　

―
２
４
４
１
ま
で
。

５６７
■
「
東
大
和
就
職
情
報
室
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

東
大
和
就
職
情
報
室
（
市
役

所
５
階
）
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

立
川
と
の
共
同
に
よ
り
、
地
域

に
密
着
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

し
て
職
業
相
談
・
紹
介
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
と
同
じ
求

人
情
報
が
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
内
企
業
の
人
材
募

集
の
取
次
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
で
受
付
）
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

／
利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
は

除
く
）
／
東
大
和
就
職
情
報
室

・
内
線
１
１
９
４
ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

仕
事
の
受
注

仕
事
の
内
容　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
（
大
工
・
内
装
・
電
気
工
事
）、

襖
・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
、

和
・
洋
服
仕
立
て
、
家
事
援
助

（
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
）、

除
草
、
屋
内
外
の
清
掃
、
植
木

剪
定
、
チ
ラ
シ
配
布
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）、

パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器
の
設
定
、

毛
筆
宛
名
・
賞
状
書
き
、
蜂
の

巣
駆
除
な
ど
、
家
庭
内
の
お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は

仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

■
商
工
会
〜
市
内
一
斉
よ
っ
て

か
っ
し
ゃ
い「
富
く
じ
」セ
ー
ル

抽
選
会

　

商
工
会
で
は
、
市
内
の
参
加

店
に
お
い
て　

円
以
上
の
お
買

３００

物
で
１
枚
「
富
く
じ
」
を
配
布
、

抽
選
で
総
額　

万
円
分
の
「
お

１２８

買
物
券
」
が
当
た
る
「
市
内
一

斉
よ
っ
て
か
っ
し
ゃ
い
富
く
じ

セ
ー
ル
」
を　

月　

日
貍
ま
で

１１

２８

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
豸
午
前　

時
か
ら

１１

２９

１０

「
富
く
じ
」
の
抽
選
会
を
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
お

買
物
の
際
に
配
布
さ
れ
た
「
富

く
じ
」
を
持
参
し
、
お
越
し
く

だ
さ
い
／　

人
〔
先
着
順
。
中

４００

学
生
以
上
の
方
（
小
学
生
以
下

の
方
は
保
護
者
同
伴
）〕
／
抽
選

対
象
の
「
富
く
じ
」
は
、
抽
選

会
に
参
加
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

抽
選
し
ま
す
／
商
工
会
�　

―
０４２

　

―
１
１
３
１
へ
。

５６２■
中
小
機
構
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
主
催
「
ウ
ェ
ブ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　

月　

日
貂
午
後
７
時
〜
８

１１

２４

時　

分
／
場
所　

中
小
企
業
大

３０
学
校
東
京
校
（
東
大
和
市
桜
が

丘
２
―　

―
５
）
／
Ｕ
Ｘ
・
Ｕ

１３７

Ｉ
の
基
礎
（
ユ
ー
ザ
ー
視
点
で

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
）

／
講
師　

大
橋
信
太
郎
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
／　

人（
申
込
順
）／

１０

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、「
中
小

機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
中

小
企
業
大
学
校
東
京
校
Ｂ
ｕ
ｓ

ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
担
当
�　

―　

―

０４２

５６５

１
１
９
５
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
成
年
後

見
講
座
「
判
断
能
力
が
低
下
し

た
方
を
ま
も
る
に
は
…
」

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
成
年
後
見
制
度
や
地
域

で
支
え
合
う
仕
組
み
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

�
第
１
回　
　

月　

日
貉
午
後

１１

２５

１
時　

分
〜
３
時　

分：

「
成
年

３０

３０

後
見
制
度
の
基
礎
」（
い
な
ぎ
社

会
福
祉
士
会
ｉ
ス
タ
ー
劇
団
に

よ
る
寸
劇
な
ど
）

�
第
２
回　
　

月
７
日
豺
午
後

１２

１
時　

分
〜
３
時　

分：

「
後
見

３０

３０

人
と
は
」
講
師
（
社
会
福
祉
士
）

大
輪
典
子
氏
（
社
会
福
祉
士
事

務
所
「
ス
ペ
ー
ス
・
輪
」）

�
第
３
回　
　

月　

日
豺
午
後

１２

１４

１
時　

分
〜
４
時：

①
「
認
知

３０

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」（
市

主
催
）
講
師　

高
齢
者
ほ
っ
と

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
。
参

加
さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
目
印
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し
ま
す
。

②
「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
」

講
師　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

／
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
／

　

人（
申
込
順
。な
る
べ
く
全
３

２０回
に
参
加
で
き
る
方
）
／　

円
１０３

（
資
料
代
）／
申
込
み　
　

月　
１１

２０

日
貊
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

あ
ん
し
ん
東
大
和
�　

―　

―

０４２

５９０

０
０
１
８
へ
（
手
話
通
訳
が
必

要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

� ����������������������������������������������

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。　

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

　
　

月
の
診
療
日
及
び
担
当
歯

１１
科
医
院
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
診
療
日　
　

月　

日
豺

１１

２３

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
場
所　

小
池
歯
科
医
院
（
南

街
４
―
１
―
１
根
岸
南
ビ
ル
２

階
）
�　

―　

―
９
１
０
０

０４２

５６３

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

祝
日
等
 

　歯
科
応
急
診
療
 ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ●  

　

ま
た
、
門
柱
や
電
信
柱
等
に

尿
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
水
で

洗
い
流
す
な
ど
の
配
慮
も
必
要

で
す
。

▽
動
物
に
関
す
る
相
談
先　

東

京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

多
摩
支
所
�　

―　

―
７
４
３

０４２

５８１

５
ま
た
は
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

散
歩
に
行
く
時
、
ふ
ん
の
始

末
を
す
る
た
め
の
処
理
袋
は
持

っ
て
い
ま
す
か
。
土
に
埋
め
て

も
肥
料
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

放
置
さ
れ
た
ふ
ん
は
、
犬
を

飼
っ
て
い
な
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、

飼
っ
て
い
る
人
に
も
不
快
な
も

の
で
す
。
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰

っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

　

排
泄
を
済
ま
せ
て
か
ら
散
歩

に
出
る
よ
う
な
配
慮
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

犬
の
ふ
ん
は
き
ち
ん
と 

　
　
　
　

始
末
を
し
ま
し
ょ
う 

②
気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管

支
炎
・
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
・

肺
気
し
ゅ
（
こ
れ
ら
の
続
発
性

を
含
む
）
に 
罹  
患 
し
て
い
る

り 
か
ん

③
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（
３

歳
未
満
は
６
か
月
）
以
上
住
所

を
有
す
る
（
都
内
の
住
民
登
録

が
必
要
）。

④
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い

る
。

⑤
喫
煙
し
て
い
な
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
手
続

き
に
つ
い
て
は
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
５
２
１
１
、

０４２

５６５

制
度
に
つ
い
て
は
東
京
都
福
祉

保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課
�　
０３

―
５
３
２
０
―
４
４
９
１
へ
。

　

認
定
期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

�
書
類
は
有
効
期
間
満
了
の
約

２
か
月
前
に
お
送
り
し
ま
す
。

※
書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
有
効
期
間
満
了
の
約
１
か
月

前
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
方
は
、
有
効
期

１８
間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
、
資
格
喪
失
と

な
り
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

◎
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
、
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
〜
⑤
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

①　

歳
未
満
（　

歳
以
上
の
方

１８

１８

の
新
規
申
請
の
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
）

医
療
券（
気
管
支
ぜ
ん
息
）の 

　
　
　
　
　
更
新
を
お
忘
れ
な
く 

小池歯科医院 

富士
見通
り 

ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド 

ハミング 
ホール 

東
大
和
市
駅 

青
梅
街
道 

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 

� �������������������������

救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ
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〈
一
般
書
〉

�
薬
で
読
み
解
く
江
戸
の
事

件
史

　
　
　
　
　

山
崎 
光
夫 
著

�
昭
和
レ
ト
ロ
自
販
機
大
百

科　　
　
　
　

越
野 
弘
之 
著

�
ペ
ル
シ
ア
王
は「
天
ぷ
ら
」

が
お
好
き
？

　
　

ジ
ュ
ラ
フ
ス
キ
ー , 　

               
ダ
ン 
著

〈
児
童
書
〉

�
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ぼ
く
の
沖
縄

　
　
　
　

上
條 
さ
な
え 
作

�
食
べ
て
始
ま
る
食
卓
の
ホ

ネ
探
検

　
　
　
　
　
　

盛
口 
満 
文

�
く
つ
や
の
ド
ラ
テ
フ
カ

　
　

ポ
ラ
ジ
ン
ス
カ , 　

           
ヤ
ニ
ー
ナ 
文

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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 「 心房細動 」という病気をご存知ですか
しんぼうさいどう

　
　心房細動は不整脈の一つで、心臓の心房
部分が不規則に震えて規則正しい拍動がで
きなくなった状態をいいます。高齢者に比
較的起こりやすいのが特徴で、高齢社会を
迎えたいま、患者数は増え続けています。
　心房細動は心臓に病気のある人だけでな
く、ストレスや不規則な生活習慣によって
も起こります。また、加齢や他の病気（高
血圧、糖尿病、 甲状腺機能亢進症 など）の

こうじょうせんきのうこうしんしょう

合併症など、さまざまな原因が考えられま
す。心房細動では、 動  悸 、息切れ、呼吸困

どう き

難、めまい、ふらつき、疲労感などの症状
があらわれることがあります。ただし、高
齢者では無症状のことも多く、定期健診の
心電図検査などで初めて心房細動が見つか
る場合もあります。
　心房細動そのものは、ただちに命を脅か
すものではありません。しかし、心房細動
があると、心房内の血の流れが乱れたり、
血液がうっ滞したりして、心房内に血の塊
（血栓）ができやすくなります。血栓が心
臓から飛び出して脳の血管を詰まらせると、
脳梗塞を起こします。これを 心原性脳塞栓 

しんげんせいのうそくせん

 症 といいます。心原性脳塞栓症を起こすと、
しょう

寝たきりや失語などの重篤な後遺症を残す
可能性が高いことから、心房細動の患者さ
んは血栓ができにくくなる治療を受け、脳
梗塞が起こるのを予防することが大切にな
ります。
　心房細動は、心房細動以外の病気の治療
や生活習慣の改善を行うことで、起こらな
くなることがあります。脳梗塞を予防する
ためには、血液を固まらせる働きを抑え、
血液が固まりやすくなっている状態を改善
する治療が必要になります。心房細動その
ものの治療は、抗不整脈薬を使って、動悸
や息切れなどの自覚症状を取り除いて、患
者さんの日常生活の質を改善します。心房
細動は、きちんと管理、治療を行えば、決
して怖い病気ではありません。

公益社団法人東大和市医師会

　

市
内
に
も
知
的
に
障
害
の
あ

る
方
が
大
勢
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

文
章
や
会
話
の
理
解
が
不
得
意

で
、
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を

う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
周
囲
か
ら
誤
解
を
受
け
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

知
的
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
く
催
し
を
行
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
有
り
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
６
日
豸
午
後
１

１２

時
〜
３
時　

分
（
開
場
は
正
午
）

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
内
容　

座
間
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

（
知
的
障
害
・
発
達
障
害
の
子

を
持
つ
母
親
の
グ
ル
ー
プ
）
の

公
演
、
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者

の
声
の
発
表
、
正
午
か
ら
作
業

所
等
の
パ
ネ
ル
紹
介
・
自
主
製

品
販
売
を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　11月30日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 第5期 

・介護保険料 第5期 

・後期高齢者医療保険料 第5期 

◎
障
害
者
理
解
促
進
事
業
 

　
　
「
知
っ
て
く
だ
さ
い
！
 

　
　
　
　
　
　
知
的
障
害
の
こ
と
」
 

□
ア
ル
フ
ェ
ス
タ
吹
奏
楽
団
第

９
回
定
期
演
奏
会
（
ア
ル
フ
ェ

ス
タ
吹
奏
楽
団
）
／　

月　

日

１１

２２

午
後
２
時
か
ら
／
■場
ハ
ミ
ン
グ

ホ
ー
ル
／
■問
 

笠
井
メ
ー
ルin

fo
@
alfestabrass.com

□
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
「
押

花
展
」（
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ

ル
）／　

月　

日
〜　

日
午
前

１１

２０

２３

　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は
３

１０

２３

時
ま
で
）
／
■場
画
廊
マ
ー
レ
ン

／
パ
ー
プ
ル
の
会
員
が
１
年
を

通
し
て
作
っ
た
作
品
約　

点
を

７０

展
示
／
■問
 

川
村　

―　

―
３
２

０４２

５６１

９
７

□
新
成
会
・
文
化
祭「
元
気
悠
々

　

展
」（
老
人
ク
ラ
ブ
「
新
成

（Ⅱ）会
」）
／
地
元
自
治
会
・
近
郊
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
／　

月　

日

１１

２２

午
前　

時
〜
午
後
３
時
／
■場
清

１１

原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
ク
ラ
ブ
活

動
成
果
、
趣
味
手
芸
、
介
護
予

防
健
診
等
／
■問
 

青
木　

―　

―

０４２

５６３

４
３
５
７

□
第　

回
冬
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

２９

ニ
ス
大
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
）
／
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
、
在
ク
ラ
ブ
で
高
校
生
以
上

の
方
／　

月
６
日
午
前
８
時
〜

１２

午
後
４
時
（
予
備
日：

平
成　
２８

年
１
月　

日
）
／
■場
東
大
和
市

１０

ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
（
上

仲
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
／

　

人（
申
込
順
）／
混
合
ダ
ブ
ル

４０ス（
男
・
女
）の
親
善
大
会
／
■費
 

１
人　

円
／
■申
 
　

月　

日
ま
で

５００

１１

２６

に
貴
島　

―　

―
１
８
５
７
へ
。

０４２

５１１

□
う
た
ご
え
喫
茶
「
は
ぁ
と
」

（
新
日
本
婦
人
の
会
東
大
和
支

部
新
婦
人
コ
ー
ラ
ス
）
／
市
民

／　

月　

日
午
後
１
時　

分
〜

１１

２９

３０

３
時　

分
／
■場
清
原
市
民
セ
ン

３０

タ
ー
／
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
と
楽
し
く
歌
い
ま
す
／

ピ
ア
ノ
伴
奏：

斉
藤
礼
子
／
■問
 

浦
崎　

―　

―
８
７
６
２

０４２

５６４

□
リ
ー
ス
・
輪
か
ざ
り
作
り（
環

境
学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
）
／

　

月
２
日
午
後
１
時
〜
４
時　

１２

３０

分
／
■場
中
央
公
民
館
／　

人
２０

（
申
込
順
）／
■費
 
　

円（
材
料
費
）

３００

／
■持
 

は
さ
み
、
筆
記
用
具
／
■申
 

田
口　

―　

―
８
２
１
４
（
フ

０４２

５６１

ァ
ク
ス
兼
用
）
へ
。

□
公
開
学
習
会
（
朗
読
の
会
）

／
市
民
／　

月
６
日
午
後
２
時

１２

〜
４
時
／
■場
南
街
公
民
館
／
谷

崎
潤
一
郎
没
後　

年
「
母
を
恋

５０

う
る
記
」
他
／
■講
 

松
永
英
晃
／

■問
 

若
松　

―　

―
０
７
３
５

０４２

５６４

□
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
、
あ
な

た
の
人
生
〜
聞
き
書
き
〜
（
東

大
和
傾
聴
・
聞
き
書
き
隊
）
／

テ
ー
マ
に
関
心
が
あ
る
方
な
ど

／　

月
５
日
午
後
２
時
〜
４
時

１２

／
■場
中
央
公
民
館
／　

人
（
申

４０

込
順
）
／
話
を
伺
い
書
き
残
す

「
聞
き
書
き
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

／
■講
 

加
藤
敦
子
／
■費
 
　

円
（
参

２００

加
費
）
／
■持
 

筆
記
用
具
／
■申
 
　
１２

月
４
日
ま
で
に
田
村　

―
５
３

０９０

０
８
―
６
６
３
８
へ
。

□
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

（
お
は
な
し
の
箱
）／
大
人（
子

ど
も
同
伴
不
可
）
／　

月　

日

１１

３０

午
前　

時　

分
〜
正
午
／
■場
中

１０

３０

央
図
書
館
／
■費
 
　

円（
資
料
代
）

３００

／
■問
 

森　

―　

―
３
２
１
１

０４２

５６６

□
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
「
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
」
講
習
会
（
卓
球

連
盟
）
／
卓
球
連
盟
登
録
者
及

び
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
／　
１２

月
６
日
・　

日
午
後
１
時
〜
５

１３

時
／
■場
八
小
体
育
館
／
■持
 

表
ソ

フ
ト
ラ
バ
ー
の
ラ
ケ
ッ
ト
（
持

参
不
可
の
方
は
貸
与
）、上
履
き

用
靴
／
卓
球
の
で
き
る
服
装
／

当
日
受
付
／
■問
 

久
保　

―　

―

０４２

５６１

４
０
２
６

□
電
話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
／　
１１

月　

日
〜　

日
午
前
８
時　

分

１６

２２

３０

〜
午
後
７
時
（　

日
・　

日
は

２１

２２

午
前　

時
〜
午
後
５
時
）
／
電

１０

話
番
号：

０
５
７
０
―　

―　
０７０

８１０

／
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
相
談
に

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職

員
が
応
じ
ま
す
／
■問
 

東
京
法
務

局
人
権
擁
護
部
第
二
課　

―
５

０３

２
１
３
―
１
２
３
４

□
講
演
と
音
楽
の
つ
ど
い
〜
多

摩
西
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
業
（
多
摩

西
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
・
八
王
子
市
）

／　

月　

日
午
後
１
時　

分
〜

１１

２９

３０

４
時
（
１
時
開
場
）
／
■場
八
王

子
市
芸
術
文
化
会
館
い
ち
ょ
う

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
／　

人
（
当

８００

日
先
着
順
）
／
講
演
「
ダ
ウ
ン

症
の 
娘 
と
共
に
生
き
て
」
■講
 

金

こ

澤
泰
子
（
女
流
書
家
）
／
八
王

子
市
立
横
山
中
学
校
吹
奏
学
部

に
よ
る
演
奏
も
行
い
ま
す
／
駐

車
場
（
有
料
）
有
り
／
■問
 

八
王

子
市
役
所
総
務
課　

―　

―
３

０４２

６２６

１
１
１

□
自
衛
官
（
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
）
を
募
集
し
ま

す
／
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
前
期
課
程
修
了
者
で
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、　

２８

１５

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子
／
受

１７

付
期
限：

推
薦
は　

月
４
日
。

１２

一
般
は
平
成　

年
１
月
８
日
／

２８

試
験
期
日：

推
薦
は
平
成　

年
２８

１
月
９
日
〜　

日
で
指
定
す
る

１１

１
日
。
一
般
は
平
成　

年
１
月

２８

　

日
／
■問
 

防
衛
省
国
分
寺
募
集

２３案
内
所　

―　

―
１
０
１
０

０４２

３２４

������������������������������������

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

���������������������������������������������������

　

東
京
都
の
指
定
を
受
け
、
９

月
に
東
大
和
病
院
が
地
域
連
携

型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
関
す
る
専
門
医
療

相
談
や
認
知
症
の
診
断
、
身
体

合
併
症
と
周
辺
症
状
へ
の
対
応

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
日
に
ち
を
間
違
え
る

�
最
近
物
忘
れ
が
目
立
つ

�
同
じ
話
を
繰
り
返
す

�
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た

�
お
金
等
を
取
ら
れ
た
と
言
う

�
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

後
、
も
の
忘
れ
外
来
（
完
全
予

約
制
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
ど
う
し

た
ら
受
診
で
き
る
の
か
な
ど
お

困
り
の
場
合
に
も
、
次
の
電
話

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
病
院
も
の

忘
れ
外
来
電
話
相
談
窓
口
�　
０４２

―　

―
１
４
８
７（
受
付
日
時

：

５６２
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

地
域
連
携
型
認
知
症
 

　

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
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●ハミング・ザ・シネマ
①「嵐を呼ぶ男」②「伊豆の
踊子」
　１１月２８日 貍 ①午前１１時開
演②午後２時開演／小ホール
全席自由（全入替制）／各回
５００円
●なぎら健壱コンサート in
東大和
　１２月２３日（祝日）午後４時
開演／小ホール　全席自由／
一般３,０００円（友の会２,７００円）、
ペア券５,０００円 ／ 未就学児の入
場はご遠慮ください。
●福田こうへいコンサート
2016～うた魂（ごころ）～
　平成２８年２月６日 貍 ①午後
１時３０分開演②午後５時３０分

チケット発売中の自主事業

開演／大ホール　全席指定／
一般６,０００円（友の会５,４００円）
／未就学児の入場はご遠慮く
ださい。
●きりく・ハンドベルアンサ
ンブル　クリスマスコンサー
ト2015～清らかな歌声をの
せて～
　第二中学校の有志合唱団が
クリスマスソングで共演！
　１１月２９日豸 午後３時開演
／大ホ ー ル　全席指定 ／ 大人
２,５００円、小 学 生 ～ 高校生１,５００円
●ライブエンタメワークショ
ップ　東大和発！ダンスユニ
ットPROJECT
　平成２８年１月２７日～４月２０
日までの毎週水曜日（３月９
日は除く。全１２回）午後７時
～９時／ダンス経験のある小
学３年生～３０歳代の方／事前
申込制（平成２８年１月１５日貊
必着） ／ 受講料　 １０,０００円 ／ 定
員１５人／窓口または往復はが
きでお申し込みください。
　【往復はがきの申込方法】
　往復はがきの往信欄に①応

募する講座名②住所③氏名
（ふりがな）④年齢⑤性別
⑥電話番号⑦ダンス歴を記入
してください。返信欄の宛先
に住所を記入し、ハミングホ
ール（〒207-0013東大和市向
原６－１）「ダンスユニット
PROJECT」係宛に送付して
ください。講座受講料の支払
方法を明記した参加証を返信
します（記入漏れは無効）。

 

●国立音楽大学学生による演
奏会「クラリネットの玉手箱」
　１１月２５日貉正午開演／入
場無料

 

　市民を対象とした調整会議
は１２月１日貂午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

１２月の施設利用の申込み
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■
二
年
前
納
に
よ
り
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
二
年
前
納

２７

に
よ
り
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
場
合

は
、
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

す
る
か
、
各
年
度
分
の
保
険
料

に
相
当
す
る
額
を
各
年
に
控
除

す
る
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

【
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除
す

る
方
法
を
選
択
す
る
場
合
】

　

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
際

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す

る
額
を
各
年
に
控
除
す
る
方
法

を
選
択
す
る
場
合
】

　

各
年
の
申
告
に
必
要
と
な
る

控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

各
年
の
申
告
時
に
立
川
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
額
内
訳
明
細
書
」

に
各
年
分
の
控
除
額
等
を
記
入

し
、
各
年
分
の
控
除
証
明
書
と

と
も
に
税
務
署
や
勤
務
先
の
年

末
調
整
担
当
部
署
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.n
en
k
in
.g
o.jp
/

）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
立
川
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
全
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ

る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
、
基
礎
年
金
番
号
が

記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付

さ
れ
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の

納
付
状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
で

登
録
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す

る
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
ま
た
は 
毀 き

 
損 
し
た
時
は
、
次
の
手
続
き
先

そ
んへ

年
金
手
帳
の
再
交
付
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

�
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、

市
役
所
ま
た
は
立
川
年
金
事
務

所
へ
。

�
厚
生
年
金
等
の
被
保
険
者
は
、

勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由
ま
た

は
直
接
、
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
年
金
事
務
所
へ
。

�
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

は
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
年
金

事
務
所
へ
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日

：

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
（
年
末
年

１５

始
、
祝
日
は
除
く
）

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２８年１２月大・小ホール
平成２８年６月その他の施設

　思いやりの心　　
　12月４日～10日は人権週間。東大和市でも、
様々な催し物が企画されているそうです。相手
の気持ちを考え、思いやりの心を持つことの大
切さを再認識する機会を前に、友人から嬉しい
話を聞きました。
　彼は、ろうあの障がいをもつ両親と２人の兄
の５人家族です。幼少時代「触るな！耳が聞こ
えなくなる」と同級生から長い期間にわたって
いじめにあい、両親に猛反抗。それでもいつも
両親はあたたかな眼差しで「大丈夫」と、手話
で励ましてくれていたそうです。
　貧しい生活の中で、彼は新聞配達をしながら
お金をため、やっとの思いでサッカーシューズ
を買い、地元のサッカーチームへと通い、県代
表までに。成人となった彼は会社へ就職します
が、数年後「このままでいいのか…」と自身の
人生を振り返り一念発起。一度諦めた教職員の
夢を目指します。何度も諦めそうになった時、
「大丈夫」と励ましてくれた家族、「労苦と使命
の中にのみ人生の価値は生まれる」との恩師か
らの激励が支えとなり、６度目の挑戦で夢を 叶 

かな

え、現在は子どもたちの心の支えになっていき
たいと地元の教壇に立っているとのことでした。
　あたたかい気持ちになったのと同時に、周囲
の励ましと恵まれた関わりの中で、人は周りの
人を大切にしていきたい、誰かの役に立ちたい
と将来のことに目を向け、自発的に頑張ってい
けるのかもしれません。
　最新の調査によると、今、日本では６人に１
人の子どもが「貧困」に当たります。貧困によ
る経済格差は、子どもの教育格差へとつながり、
「貧困の連鎖」となる恐れがでてきます。
　複雑な事情が絡み合い貧困に至るこの問題で
すが、教師となった彼のように、他人事ではな
く、いつも自分のこととして一緒に考えてくれ
る人が増えていくことが、子どもにとって何よ
りの力になっていくのではと思いました。

（市民記者　黒澤美香）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�

　市公式ホームページに掲載するバナー広告を随時募集
しています。掲載期間は原則、月の初日から末日までの
１か月単位です。掲載企業等の要件、申込方法等の詳細
は、市のホームページをご覧ください。 
　 問合せ　秘書広報課・内線1411まで。 

市公式ホームページ 
バナー広告を募集しています 
 


